
１．はじめに

　本研究は、2018年から2021年までの四年間で
宝塚大学東京メディア芸術学部（以下は「本学」
と呼ぶ）に入学した中国人新入留学生へのアン
ケート調査の結果を分析し、本学の新入中国人
留学生の現状を明らかにしたうえで、大学がい
かにしてその中国人留学生の現状に応じて教
育方法を講じるかを提案するところに焦点を
当てている。
　2018年から、本学を志願する留学生の数は
右肩上がりで増加している。本学入試課のデー
タに基づいて作成した下表はその傾向をはっ
きりと表している1）。

●宝塚大学留学生志願者数及び合格者数

年度 2017 2018 2019 2020 2021

志願者数 19 81 117 128 169

合格者数 11 55 41 37 35

合格率 58％ 68％ 35％ 29％ 21％

　合格者数の国籍の内訳を見ると、2018年に中
国出身のアメリカ国籍１名、2019年にインドネ
シア国籍２名、2020年に韓国籍１名、2021年に
インドネシア国籍１名を除き、ほかの全員が中
国人である。このことにより、本学の新入留学
生では中国人留学生が主流を占めていると言
える。
　しかし、留学生の増加に伴い、どのようにし
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抄録

　新入中国人留学生の日本語能力、学習能力、技術力、経費支弁能力、受験動機、入学後の希望という現
状を把握し、その現状に応じた指導方法を考案することが、彼らの日本留学成功へと導かせる重要なカギ
だと考えられる。本学の多くの中国人新入生は話すこと及び聞くことを中心とする日本語能力が十分では
なく、論理的な思考力や分析力、読解力、傾聴力、表現力、コミュニケーション能力などを中心とする学
習能力も欠如しているが、彼らの多くは高い技術力を持っており、経費支弁能力がある親の資金援助を受け、
学費や生活費のためにアルバイトする必要もない。彼らの多くは本学のユニークな分野設計やカリキュラ
ムに魅了され、自身の希望で入学し、日本留学の目的の実現につながる日本の独特な専門知識や技能を身
につけようとしている。新入中国人留学生の円滑な学習を妨げている日本語能力及び学習能力を向上させ
るためには、授業における教員の話の速度の調整、専門用語や外来語の丁寧な説明などを常に心掛けながら、
インプット能力もアウトプット能力も重視される練習環境を整備し、日本語のローマ字入力や日本人との
会話を含む日本語のアウトプット訓練を強調すると同時に、模倣力のみならず、創造力、発想力、論理的
な思考力を鍛える科目の開発や強化も必要だと考えられる。



てこの中国人を中心とする留学生を指導する
かについて、本学はいままで十分に研究してき
たとは言える状況ではない。そのため、教育の
現場では、一部の中国人留学生が起こした様々
な問題に対して適切な対応方法がわからない、
非常に困っているという声が上がっている。例
えば、授業でいくら質問しても反応してくれな
い、絵を描くことにしか興味がない、平気で授
業を遅刻や欠席をする、約束されたことを守ら
ない、日本人と交流しようとしない、教職員の
話を無視するなどの問題に対してどう指導す
れば良いのか。また、中国人留学生への指導は
日本人学生への指導と同じ方法でも良いのか、
それとも何かの配慮をしたほうが良いのか、配
慮したほうが良いのであれば、何を配慮すれば
良いのかなどである。
　これらの疑問や不安な声は、新入中国人留学
生の現状を把握しておらず、それらの現状に応
じた対応策が提言されていないことからもた
らされたものではないかと考えられる。逆に言
えば、もし新入中国人留学生の現状をできるだ
け把握して理解し、その現状に応じた方策が提
言されれば、上記のような不安や疑問が解消さ
れるかもしれない。これが本研究の出発点であ
る。
　本研究は、研究目的を確定し、研究目的を達
成するためのデータを収集して、収集したデー
タを分析して結論を出すという三つのステッ
プを踏んで行った。
　研究目的は前述した教育現場における問題
の解決から生じたものであった。本研究の主な
目的は新入中国人留学生の現状を調査し、それ
らの現状を明らかにするうえで、それらの現状
にどのように対応するかを提案するところに
定められた。
　では、新入中国人留学生の現状を把握すると
いう「現状」とはなにか。すなわち、どのよう
なデータを収集すれば研究目的を達成するこ
とができるのか。これは本研究の第二のステッ
プの焦点である。本研究では、この「現状」を

日本語能力、学習能力、技術力、経費支弁能力、
本学の受験動機、入学後の希望という六項目に
設定することとした。その主な理由は以下の通
りである。
　日本語能力は本学での学習の基本的な道具
であり、留学生の日本語能力は本学での学習
内容を掌握できるかどうかを左右するものだ
と考えられる。多くの留学生が在学している以
上、日本人学生のみならず、留学生の日本語能
力にも考慮して授業づくりや指導を行わなけ
ればならない。そうでなければ、日本語能力が
欠如している一部の留学生は授業内容を消化
できないなどの問題がもたされてしまうかも
しれない。
　本研究でいう学習能力とは、論理的な思考
力や分析力、読解力、傾聴力、表現力、コミュ
ニケーション能力及び順調な学習に必要な健
康状態などを指している。学習能力は本学での
学習の土台であり、その土台がわからなければ
どのようにしてその土台の上に新しい知見を
構築していくかもわからない。またその土台を
無視して一方的に新知を詰め込んでも受け取
ることができない、もしくはいつか崩れるかも
しれない。学習能力の現状がわかってはじめて
教え方を考案する前提が整うことができると
思われる。
　本研究でいう技術力とは、絵を描く能力や芸
術創作に必要な道具を使用する能力などを指
している。留学生の技術力の現状を把握するこ
とは、留学生に満足度の高い専門教育を提供で
きるカギであると考えられる。
　経費支弁能力は本学での学習に必要な学習
費用と生活費用の支弁能力を指しており、留学
生が本学での学習を円滑に行うことができる
かどうかの前提だと考えられる。経費支弁能力
が低下することにより、学習費用や生活費用の
捻出にアルバイト漬けの毎日を送る留学生は、
本学での学習を無事に完了することができる
とは到底考えられない。
　本学を受験した動機は留学生が理解してい
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る本学と本学が伝えたい本学とマッチングし
ているかどうかの検証につながる。ミスマッチ
ングが判明した場合、留学生の誤解がもたらす
ものなのか、それとも本学の伝え方に問題があ
るのか、様々な角度から見直すことができると
考えられる。
　入学後の希望は留学生への教育デザインの
重要な参考資料の一つだと考えられる。本学の
ディプロマポリシーを基本とし、留学生の希望
を参考しながらデザインした教育プログラム
こそ、本学の留学生教育が成功する近道だと理
解し、留学生の入学後の希望を調査することに
した。
　上記の内容を「現状」として調査することを
決定し、本研究は、2018年から2021年までの４
年をかけて、毎年４月に行われる新入生ガイダ
ンスの後に新入学部留学生（合計170名、2018
年61名、2019年36名、2020年38名、2021年35名）
を対象に無記名でアンケート調査を行ってき
た。2018年と2019年はアンケート用紙を配布
して記入してもらった後、その場で回収した。
2020年と2021年はMicrosoftのFormsを使用し
て配信後すぐに記入して送信してもらった。
　その四年間の日本語能力、学習能力、技術力、
経費支弁能力、本学の受験動機、入学後の希望
という現状に対するアンケート調査のデータ
を収集して分析し、新入中国人留学生の現状を
明らかにするうえで、その現状に対して大学側
がどのように対応するかを提言することが本
研究の第三のステップの主な内容である。本稿
はその第三のステップの内容のまとめである。

２．先行研究について

　では、日本国内にあるほかの大学は中国人留
学生教育に関してどのように研究しているの
か。先行研究を総観してみると、今までの日
本国内における中国人留学生に関する研究は、
主に日本語教育、日本留学の目的、日本文化へ
の適応、交友関係、心のケア、日本での就職と

いう六種類に大きく分けることができる。
　日本語教育について松原愛（2013）は、中国
語を母語とする日本語学習者の日本語文の繰
り返し音読における分散効果を分析し、費暁東

（2013）は中国人留学生上級日本語習得者にお
ける日本語漢字単語の聴覚的認知を探求した。
張文青（2018）は実験を用いて中国人初中級日
本語学習者の漢字単語学習における意味処理
過程の変容について検討した。
　日本留学の目的について葛文綺（1999）は、
中国人留学生は純粋に「日本文化に触れたい」
といった理由で来日する学生は少ない、来日の
目的が複雑な故に、目的の達成度も低いと主張
し、張梅（2012）は日本語学校の在籍者へのイ
ンタビュー調査を通じて、多くの中国人留学生
は日本の大学への進学意識が高く、進学希望は
国立大学や名門私立大学に集中していること
を明らかにした。李敏（2016）はより質の高い
教育、より多くの就職機会を求めることが中国
人留学生の日本留学の決定的な要因と分析し
ている。
　異文化適応について周宇磊（2017）は、90年
代から2000年代初期までの来日する中国人留
学生の異文化適応問題は主に日本での生活の
中で遭遇した不平等やカルチャーショックに
よるもので、2008年以後は留学生同士がグルー
プを形成してその中に生活を完結させる傾向
がみられると結論付けた。殷夢茜・青木紀久代

（2018）は中国人留学生の異文化適応の特徴と
それに影響を及ぼす要因を探求し、丁思琦・松
田英子（2020）は在日中国人留学生数の増加に
応じた中国人留学生の日本文化への適応支援
が不足しており、来日初期のカルチャーショッ
クを乗り越えられず，最終的に適応できない
ケースも多いと指摘した。
　交友関係について呉暁良（2017）は、中国人
留学生同士の友人のつながりが最も強いと分
析し、中国人留学生と日本人学生の友人関係構
築の阻害要因として、「接触機会の少なさ」、「性
格や趣味の不一致・余裕なし」、「日本人学生の
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友人付き合い志向」、「言語不安・異文化接触不
安」、「文化間差異」とい五つの因子があると指
摘している。また、李文・陳全（2020）は2010
年代以降に来日した中国人留学生は、日本人と
のコミュニケーションに消極的になっており、
中国本土のSNS（微信）が日本でも利用される
ことによって、親子関係を中心とするパーソナ
ル・ネットワークの文化的閉鎖性が留学先でも
増幅されているという。
　心のケアについて村瀬・北畠・山内（1996）
らは、日本語学校に在籍する中国人就学生は，
大学に在籍する中国人留学生よりも有意に高
く抑うつ状態にあると指摘し、滕媛媛・林萍萍

（2021）は新型コロナウイルス感染症の流行に
より、多くの中国人留学生が強く不安を感じて
おり，感染拡大への無力感、感染することへの
恐怖、アジア人に対する差別への憤りなどの在
日中国人留学生の生活や心理に与える影響の
実態を明らかにした。
　就職について井上恵（2016）は、文系中国人
留学生が就業動機において、仕事に能力発揮や
生きがいを求めるほかに、日本で得た知識や経
験を武器にして専門性の向上を追求している
と指摘している。
　そのほか、湯永隆・深田博己・周玉慧（2002、
2003、2004）らは在日中国系留学生のサポート
獲得方略の使用度に対するサポート源と測定
次元の影響及びサポート獲得方略の使用度と
中国系留学生の人口学の特性との関係を検討
した。邱炎（2007）は中国人就学生が必要とす
る日本語学校のサポート尺度の作成を分析し、
中国人就学生の学校への援助要請を規定する
要因を明らかにした。さらに、閻琳・堀内孝

（2017）は、在日外国人留学生を対象としたア
ルバイト動機づけ尺度の因子的妥当性に関し
て研究し，自己決定理論に基づいて開発した留
学生を対象としたアルバイト動機づけ尺度の
因子的妥当性について検討した。
　これらの中国人留学生に関する研究は、疑
いなく、在日中国人留学生の教育指導に大き

く貢献しており、本学の留学生教育指導にとっ
ても大いに参考になっている。しかし、これま
での在日中国人留学生に関する研究は、小規模
調査もしくはケーススタディ研究がほとんど
であり、４年間かけてある大学に在学してい
る全留学生に対する大規模調査はまだ行われ
ていない。そしてピンポイントの研究が多く、
中国人留学生の入学時の現状を全面的に調査
する研究はまだ行われていない。さらにそれ
らの現状に応じた実効性のある提言に関する
研究も行われたことがない。とりわけ、芸術
を中心に学ぶ中国人留学生に特化した研究は、
筆者の調べた限りでは、まだ行われていない。
　このことにより、本研究の主な意味は、この
在日中国人留学生教育研究における空白を埋
めるというところにあり、本学をはじめ、中国
人留学生を受け入れている美術系学校の教職
員に新入留学生の現状に応じた指導方法のヒ
ントを与えるというところにあると考えられ
る。
　本稿は中国人留学生の基本属性をはじめ、日
本語能力、学習能力、技術力、経費支弁能力、
本学の志望動機、入学後の希望に関する調査
の質問項目及びその回答結果を中心に解析し
た後、教育指導の方法を提言するという文脈に
沿って議論展開していく。

３．中国人留学生の基本属性について

　ここでいう属性とは、留学生の年齢、性別、
出身地、来日時間などの調査対象の特性データ
のことを指している。
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①あなたの性別を教えてください。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

男
38 23 12 23 96

62％ 56％ 32％ 66％ 55%

女
23 18 25 12 78

38％ 44％ 68％ 34% 45%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

【注1：2018年度アンケート調査は学部1年次留学生55
人と3年次編入生6人を対象としたため、調査人数は
61人となっている。】

【注2：見やすいように、比率が高いところを灰色に
塗りつぶしている。】

　現状：2020年度を除き、新入留学生のうち、
男子留学生が多いという傾向が見られる。四年
間の合計から見ても、男性が55％を占めている
のに対し、女性は45％しか占めていない。

②あなたの年齢を教えてください。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

10代
12 12 10 3 37

20％ 29％ 27% 9% 21%

20代前半
（20 ～ 24）

48 29 26 31 134

79％ 71％ 70% 89% 77%

20代後半
（25 ～ 29）

1 0 1 1 3

1％ 0％ 3% 3% 2%

30代
0 0 0 0 0

0％ 0％ 0% 0% 0%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

　現状：20代前半が最も多く、77％を占めてい
る。多くの留学生は、日本の高校卒業生より２
～７歳以上年齢が高い。すなわち、未成年者が
少なく、成人が多いということを示している。
　提言：成人が多いという点から見れば、留学
生の自尊心やプライドなどを考慮しながら接
する必要がある。高校卒業したばかりの未成年
の日本人学生と全く同じ扱いをしないほうが
良いかもしれない。

③あなたの最終学歴を教えてください。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

高校卒
49 39 32 27 147

80％ 95％ 86% 77% 84.5%

3年制大卒
8 1 3 4 16

13％ 2.5％ 8% 11% 9%

4年制大卒
3 1 2 4 10

5％ 2.5％ 5% 11% 6%

専門学校卒
1 0 0 0 1

2％ 0％ 0% 0% 0.5%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

　現状：高校卒業が84.5％を占めており、圧倒
的に多い。中国で高校卒業した後、１年前後で
日本語を学習し、法務省が定めた日本留学に
必要な最低限の日本語力（N4程度）を身につ
いてから、日本の日本語学校に入学し、日本語
学校で１～２年間日本語を学習した後、本学
に入学した人が多いということを示している。
しかし、多くの留学生の年齢は、日本の高校卒
業生より２～７歳高いが、学歴は日本の高校卒
業生とほぼ同様であり、社会経験なども日本の
高校卒業生とほぼ同様か日本の高校卒業生よ
り乏しいかもしれない。なぜなら進学受験の勉
強に偏っている中国の学校教育制度及び保護
者が受験勉強以外の活動を認めないという教
育方針の問題で、中国の高校生には、アルバイ
トや課外活動の経験者がほとんどいないから
である。
　提言：日本の高校卒業生より年齢が高いとい
う点を考慮する必要があるが、知識や能力の基
礎などにおいては、日本の高校卒業生とほぼ同
じレベルにあると理解しても良いと考えられ
る。
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④あなたの出身地を教えてください。

省国名
（GDP順位）

人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

北京
（13）

3 0 3 2 8

5％ 0% 8% 6% 4.6%

上海
（10）

5 5 5 3 18

8％ 12％ 14% 9% 10.3%

天津
（23）

0 0 0 0 0

0% 0% 0% 0% 0%

重慶
（17）

2 0 0 0 2

3％ 0% 0% 0% 1.1%

河北
（12）

2 1 0 0 3

3％ 2.5% 0% 0% 1.7%

山西
（21）

2 1 1 1 5

3％ 2.5% 3% 3% 2.9%

内モンゴル
（22）

0 0 1 3 4

0% 0% 3% 9% 2.3%

遼寧
（16）

1 0 1 3 5

2％ 0% 3% 9% 2.9%

吉林
（26）

0 1 0 1 2

0% 2.5% 0% 3% 1.1%

黒竜江
（25）

0 1 0 0 1

0% 2.5% 0% 0% 0.5%

江蘇
（2）

9 6 2 2 19

14％ 15% 5% 6% 10.9%

浙江
（4）

4 3 0 1 8

7％ 7% 0% 3% 4.6%

安徽
（11）

2 1 0 0 3

3％ 2.5% 0% 0% 1.7%

福建
（7）

2 3 2 0 7

3％ 7% 5% 0% 4%

江西
（15）

4 1 1 0 6

7％ 2.5% 3% 0% 3.4%

山東
（3）

6 0 2 4 12

9％ 0% 5% 11% 6.9%

河南
（5）

4 1 3 1 9

7％ 2.5% 8% 3% 5.2%

湖北
（8）

1 2 3 1 7

2％ 5% 8% 3% 4%

湖南
（9）

1 2 0 1 4

2％ 5% 0% 3% 2.3%

広東
（1）

5 2 4 4 15

8％ 5% 11% 11% 8.6%

海南
（28）

0 0 0 0 0

0% 0% 0% 0% 0%

広西
（19）

0 1 0 0 1

0% 2.5% 0% 0% 0.5%

四川
（6）

3 2 3 2 10

5％ 5% 8% 6% 5.7%

貴州
（20）

0 1 0 1 2

0% 2.5% 0% 3% 1.1%

雲南
（18）

0 2 0 1 3

0% 5% 0% 3% 1.7%

チベット
（31）

0 0 0 0 0

0% 0% 0% 0% 0%

陝西
（14）

1 2 0 0 3

2％ 5% 0% 0% 1.7%

甘粛
（27）

0 0 0 0 0

0% 0% 0% 0% 0%

青海
（28）

0 0 0 0 0

0% 0% 0% 0% 0%

寧夏
（29）

0 0 1 0 0

0% 0% 3% 0% 0%

新疆
（24）

0 0 0 0 0

0% 0% 0% 0% 0％

香港
2 1 2 3 8

3% 2.5% 5% 9% 4.6%

澳門
0 0 0 0 0

0% 0% 0% 0% 0%

台湾
1 0 2 1 4

1.6% 0% 5% 3% 2.3%

アメリカ
1 0 0 0 1

1.6% 0% 0% 0% 0.5%

インド
ネシア

0 2 0 1 3

0% 5% 0% 3% 1.7%

韓国
0 0 1 0 1

0% 0% 3% 0 0.5%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

【注：上記の中国省市名の並び方は、中国国内で発表
された公式の並び方であり、省市名の後の数字は、
2020年度中国大陸31省のGDPの順位を示すものであ
る（香港、澳門、台湾を除く）2）】。
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　現状：本学の中国人留学生の出身地のトッ
プスリーはGDP２位の江蘇省、10位の上海市、
１位の広東省である。これは、多くの中国人
留学生はGDPが高い省市、言い換えれば、中
国の裕福な地域から来ていることを示してい
ると同時に、一部の省に留学生が集中してい
るということも明らかになっている。それは、
本学がまだ中国の多くの地域の人に認知され
ていないということを意味している。
　提言：長い目で見れば、本学は裕福な中国人
留学生を引き続き受け入れたほうが経営上有
益だと考えられる。そのため、中国における本
学の知名度をいかにしてさらに高めるかは大
きな課題となる。GDPが高いところのみなら
ず、中国全国範囲への広報活動を行い、中国全
国から留学生を募ることも挑戦したほうが良
い。なぜなら、GDPが低い省にも裕福な家庭
で育った漫画アニメなどが大好きな日本文化
のファンがいるからである。

④あなたは来日して何か月が経ちましたか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計
6か月

（10月生）
2 1 1 4 8

3％ 2.5% 3% 11% 4.6%
9か月

（7月生）
7 3 2 0 12

12％ 7% 5% 0% 6.9%
12か月

（4月生）
13 3 9 0 25

21％ 7% 24% 0% 14%
15か月

（1月生）
0 0 1 1 2

0％ 0% 3% 3% 1.1%
18か月

（10月生）
11 8 4 8 31

18％ 20% 11% 23% 18%
21か月

（7月生）
2 7 7 4 20

3％ 17% 19% 11% 11.5%
24か月

（4月生）
19 18 7 10 54

31％ 44% 19% 29% 31%

24か月以上
7 1 6 8 22

12％ 2.5% 16% 23% 12.6%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%
【注：日本語学校は通常年に4回（1月、4月、7月、10
月）学生を募集することができる。入学時期により、
学生は1月生、4月生、7月生、10月生と呼ばれること
が多い。】

　現状：来日して24か月以上経つ留学生、すな
わち、日本語学校で２年間にわたり日本語の学
習を経験した留学生が31%しかおらず、69％の
留学生は日本語学校での学習時間は２年未満
ということを示している。厳密に言えば、日本
語を２年間学習したからと言って日本語力が
高いというわけでもなく、日本語学習が２年
間未満だからと言って日本語力が低いという
わけでもないが、中国人留学生の指導に長年携
わってきた筆者の経験及び大学受験のための
日本語語彙文法中心の日本語学校の教育現状
から見ると、留学生は２年未満の日本語学習だ
けで日本人学生と同様に日本の大学の授業を
理解することができるレベルに到達すことは
非常に難しい。
　提言：本学に入学した中国人留学生はすでに
日本語学校を卒業し、本学の入学試験にも合格
したため、授業の内容を理解することができ
るだろうという先入観を持たないほうが良い。
むしろ、日本人学生を対象とする授業と同様な
スピードや言葉を使うと中国人留学生がわか
らないかもしれないという意識を常に持つべ
きである。特に中国人留学生が最も苦手とされ
ているカタカナ語や外来語などを使用する際
に工夫する必要がある。

４．日本語能力について

　新入中国人留学生の日本語力は、どのような
状態にあるのか、どのような内容を調査すれ
ば、その状態を明らかにすることができるの
か。本研究では、他者の客観的な判断と自身の
主観的な判断という二つの基準から留学生の
日本語力を調査することにした。他者の客観的
な判断というのは、国際交流基金及び財団法人
日本国際教育支援協会が運営する日本語能力
試験（JLPT）と独立行政法人日本学生支援機
構が運営する日本留学試験（EJU）の成績を指
している。そして自身の主観的な判断というの
は、聴く、話す、読む、書くという外国語の
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五能力についての自己判断、パソコンを用いた
日本語入力（本研究では、日本語のローマ字
入力を指している）の力についての自己判断、
日本語能力の向上に関する取り組み方につい
ての自己判断という三つの側面を指している。
この客観的な判断及び主観的な判断の現状を
明らかにすれば、新入中国人留学生の日本語能
力の現状の核心的な部分を把握することがで
きるのではないかと考えた。

①現在あなたの日本語のレベルは日本語能力
試験JLPTの何級（合格）ですか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

N1
10 9 11 7 37

16％ 22% 30% 20% 21%

N2
34 23 24 23 104

56％ 56% 65% 66% 60%

N3
2 0 1 2 5

3％ 0% 3% 6% 3%

受けて
いない

15 9 1 3 28

25％ 22% 3% 9% 16%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

　現状：日本語能力試験N1の合格者が21％し
かおらず、N2の合格者が最も多く、60％を占
めている。本学の出願資格であるN2レベルに
達していない人は19％もいる（2019年度は N2
が不要、2021年度は新型コロナウイルス蔓延の
影響で日本語能力試験が中止されたため、N2
がなくても受験可能）。日本語能力試験は、日
本語を母語としない人の日本語能力を測定し
認定する試験である。JLPTの判定基準による
と、N1レベルは、「幅広い場面で使われる日本
語を理解することができる」とされ、N2レベ
ルは「日常的な場面で使われる日本語の理解に
加え、より幅広い場面で使われる日本語をあ
る程度理解することができる」とされている。
各レベルの認定を「読む」「聞く」という言語
行動で表している3）。しかし、これはあくまで

もレベル認定の目安であり、それに合格した
人がそのような能力に到達したとは限らない。
ここ数年の面談で明らかにしたN2合格者の授
業理解状況を総合的に見ると、N2合格者の中
では、本学の「授業が大体わかる」と自己申告
した人が非常に多かった。そしてN1に合格し
た人も会話や作文が苦手と訴えている。これは
JLPTが「読む」「聞く」というインプットの能
力しか求めておらず、合格者は求められていな
い「話す」「書く」というアウトプット能力を
軽視した結果だと推測することができる。
　提言：N1レベルの到達は、本学の教育に必
要だけでなく、留学生の就職の前提条件でもあ
るため、全留学生を対象とするN1合格対策の
プログラムを組むことを前提に、インプットと
アウトプットの両方が重視されるN1レベルの
合格者を増やすことが急務だと考えられる。

②あなたは日本留学試験EJU日本語（読解・聴
解・聴読解・記述）を受験しましたか。合計何
点取りましたか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

150～200
4 1 3 8

9％ 3% 9% 7%

201～250
18 4 13 35

51% 11% 37% 31%

251～300
8 17 7 32

20% 50% 20% 28%

301～350
4 11 4 19

9% 30% 11% 17%

350～400
0 0 0 0

0% 0% 0% 0%

受けて
いない

7 4 8 19

17％ 11% 23% 17%

合計
61 41 37 35 113

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

【注：この項目は2019年から追加されたため、2018年
のデータがない。】

　現状：200 ～ 300点が最も多く、300点以上が
17％しかいない。さらに、17％は試験でさえ受
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けていない。日本留学試験は、外国人留学生と
して、日本の大学（学部）等に入学を希望する
者について、日本の大学等で必要とする日本
語力及び基礎学力の評価を行うことを目的に
実施する試験である。日本語の得点は、読解、
聴解、聴読解の400点に記述の50点を加えて合
計450点となる4）。本学は記述の点数をカウン
トせずに読解、聴解、聴読解が220点以上の取
得を留学生選抜の出願資格としている。すなわ
ち、総得点の400点の55％の点数を取得すれば
出願可能ということである。本学の留学生の成
績を見ると、新入留学生は日本の大学で必要と
する日本語力が十分に身についているとは言
い難い。
　提言：日本語能力試験は日常的な場面で使わ
れる日本語能力を判定するための試験で、その
結果は世界に通用する日本語の資格として認
められているが、留学試験のような日本の大学
での学習に特化した日本語能力の測定ではな
い。日本語能力試験の最高レベルN1に合格し
たからと言って、日本の大学の履修や授業にか
かわる言葉を理解することができるとは限ら
ない。例えば、オリエンテーション、学則、シ
ラバス、履修登録、掲示板などの言葉、各科目
の履修説明、授業の流れに関する説明、学務課
や就職課などの案内の言い方などである。日本
留学試験成績の高得点者が少ないというのは、
上記のような大学での学習に必要な日本語能
力が高くないことを意味している。そのため、
日本留学試験の問題を参考にして入学後にあ
る期間を設けて、大学で使用する特殊な言葉や
言い回しの講習を行ったほうが良いと考えら
れる。

③あなたは自分の日本語で一番苦手だと思っ
ているのはどれですか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

聴くこと
10 5 5 4 24

16％ 12% 14% 11% 14%

話すこと
37 21 21 15 94

61％ 51% 57% 43% 54%

読むこと
4 8 2 2 16

7％ 20% 6% 6% 9%

書くこと
10 7 9 14 40

16％ 17% 25% 40% 21%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

　現状：話すことが一番苦手だと自覚している
留学生が54％も占めている。その次は21％を占
めている書くことである。これは前述した試
験に必要とされるインプットの力、すなわち、
聴くことや読むことしか重んじず、試験に必要
とされないアウトプットの力、すなわち、話す
ことや書くことを無視した日本語教育や日本
語学習方法がもたらした結果だと考えられる。
そして、この結果は、日本語学習における中
国人留学生の特徴、すなわち読み書きは強く、
会話力は弱いということもはっきりと表して
いる。日本語と中国語は一部の文字、文法にお
いて互換性が存在しているため、一部の中国人
留学生は日本語を学習する際に、中国語と同様
な漢字に出会うと、すぐに中国語の漢字と照合
し、中国語の意味でその日本語の漢字を読み
取ってしまう。文字の書き方も同じ、意味も同
じだから、「発音も当然同じだろう」という推
論が無意識的に行われ、日本語の発音は無視
し、できないままその学習が完了されてしま
う。発音が無視されたことは発音がわからない
ことにつながり、日本語の「話す」と「書く」
ができなくなることにつながる。
　提言：授業における教員の話の速度の調整、
専門用語や外来語の丁寧な説明などを常に心
掛けると同時に、インプット能力もアウトプッ
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ト能力も重視される練習環境を整備し、訓練を
強化しながら、日本語のアウトプットの大切さ
を改めて強調することは彼らの日本語能力を
全面的に向上させる方法の一つであるかもし
れない。

④あなたはパソコンで日本語のローマ字入力
ができますか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

はい
0 29 23 52

0％ 78% 66% 46%

いいえ
41 8 12 61

100％ 22% 34% 54%

合計
61 41 37 35 113

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

【注：この項目は2019年から追加されたため、2018年
のデータがない。】

　現状：日本語のローマ字入力ができる留学生
は48％、できない留学生は52％いるという結果
になっているが、その後の面談で、ローマ字入
力をアルファベット入力と勘違いした人は多
かったということが分かった。例えば、「宝塚
大学東京メディア芸術学部一年生」をローマ
字で入力してもらうと、正解は一人もいなかっ
た。すなわち、実際に日本語のローマ字入力が
できない留学生は48％よりもっと少ないとい
うことになる。日本語のローマ字入力は、ま
ず日本語を正確に発音することができること、
そして日本語をローマ字に変換することがで
きること、という二つの力が要求される。し
かし、多くの留学生は日本語能力が不足してお
り、そして日本語をローマ字へ変換する勉強
をしたことがないため、入学時に日本語のロー
マ字入力ができない状況にある。パソコンで日
本語のローマ字入力ができなければ、本学での
学習に支障を与えるだけでなく、将来の就職活
動にも大きな悪影響を与えてしまう。この学習
と就職に必須なローマ字日本語入力の習得は
喫緊な課題となっているに違いない。

　提言：日本語のローマ字入力練習プログラム
を授業に取り組む必要があり、履修単位を与え
る科目の内容の一部として構築する方法も考
えられる。ローマ字入力ができなければ、単位
を与えることができない、というような半強制
的な方策を講じなければ、ローマ字入力の重要
性がいくら強調されても無視されてしまう可
能性がある。現行の「表現とICT」の授業の冒
頭では、10分程度のローマ字入力の練習時間が
あるが、それは画面に出て来るローマ字を見て
入力する、すなわち、入力スピードの練習に過
ぎない。日本語の発音及びローマ字変換の学習
を現実化することができる科目として、日本語
科目が挙げられる。日本語の発音と発音をロー
マ字へ変換することが同時に学べるのが日本
語科目しかないからである。

５．学習能力について

　本研究でいう学習能力とは、論理的な思考
力や分析力、読解力、傾聴力、表現力、コミュ
ニケーション能力及び順調な学習に必要な健
康状態などのことを指している。本研究では、
中国人留学生の高校の類別、論理的思考などを
要する理論系科目への態度、授業以外の新知吸
収への取り組み、日本人とのかかわり方などを
中心に学習能力について調査することにした。

①あなたは高校の時美術生でしたか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

はい
41 20 22 16 104

73％ 49％ 59% 46% 60%

いいえ
15 21 15 19 70

27％ 51％ 41% 54% 40%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

　現状：中国の高校時代から専ら美術系大学受
験のために美術を中心に勉強する美術生が60%
を占めている。これは中国で「学習能力が低い」
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「絵画以外の教養科目の勉強が苦手」と言われ
ている美術生が本学の留学生の半数以上を超
えているということを意味している。日本で
は、「美術生は学習能力が低い」「美術生は絵画
以外の教養科目の勉強が苦手」という言い方
は差別言論に該当するかもしれないが、中国
では、それを差別言論として受け取る人はお
らず、むしろすでに一般論として中国の教育・
社会制度に浸透し定着されている。教育及び大
学受験制度における美術生の扱いはその典型
的な例である。中国の大学受験生には文系生、
理系生、芸術生（美術生と音楽生）、体育生と
いう四種類に分けられ、それぞれの大学受験の
内容や合格ラインは異なる。多くの高校は１年
次の後期から学生の学力と希望によって学生
を分類し、その種類の大学受験に重要視され
る内容を重点的に勉強させる。美術生の場合、
文化教養科目（国語、数学、外国語、歴史、地理、
理科など）よりも美術科目の成績のほうが重要
視される。すなわち、そもそも中国では美術生
の教養科目の学習が重視されていない。美術な
どの技術科目がよければいい、教養科目はあま
りできなくても構わないと思われている。美術
生はそもそも文化教養科目の勉強ができない
から、大学受験する際に文化教養能力を高く要
求することなく、画力でさえ高ければいいとい
う方針である。これらの方針は中国の大学受験
の内容及び合格ラインに鮮明に現れている。美
術生の国語、数学、英語、理科などの文化教養
科目の合格ラインは文系生と理系生より明ら
かに低い。下表は2021年中国GDPランキング
１位の広東省の大学入試合格ラインである5）。

●2021年広東省大学入試合格ライン

類別 合格ライン
満点

教養 技術

文科類 教養科目448点 750

理科類 教養科目432点 750

体育類 教養科目
347

体育技術
195 750 300

美術類 教養科目
325

美術技術
200 750 300

音楽類 教養科目
325

音楽技術
185 750 300

（注：教養科目の満点値：国語150、数学150、外国語
150、総合科目300。合計：750。）

　上記の表によれば、教養科目満点750点の中、
文科類学生の合格ラインは448点、理科類学生
の合格ラインは432点であるのに対し、美術類
学生の合格点ラインは325点しかない。すなわ
ち、教養科目の達成度においては、文系の学生
に対して60％、理系の学生に対して58％を求め
ているのに対して、美術系の学生に対して43％
しか求めていない。このような教育と受験制度
で育てられた中国の美術生は創造力や論理的
な思考力の基礎となっている教養科目の知識
や技能がそもそも欠如しており、それに基づく
創造力や論理的な思考力が高いとは考えにく
い。入学後の面談で、多くの中国人留学生は「目
の前にある被写体を写す技術系の授業が好き、
講義型の理論系の授業が嫌い」、「もの描きやも
のづくりのような手作業が好き、文章の作成が
嫌い」、「先生が言わないと何をするかわからな
い」、「ノートをとる習慣がない、文献を調べる
習慣がない」と自分の学習における問題を訴え
ている。これはほかでもなく、美術生出身の中
国人留学生の模倣能力は高いが、独創能力や論
理的な思考能力は欠如しているということの
証明ではないだろうか。本学の留学生の中で美
術生が多いということは、少なくとも以下の二
点を意味している。一つは、日本の美術系大学
を受験しようとする中国人留学生はすでにあ
る程度の美術基礎知識や技能を持っている人
は多いが、論理的な思考力や創造力などが欠如
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している学生も多い。もう一つは、高校入学時
から定めた進学目標に向けて揺ぎなく目指し、
美術の勉強への強い信念を持って入学したこ
とである。この二点を理解することが美術系中
国人留学生を受け入れている日本の美術系大
学のカリキュラム設置や学習方法の指導にお
いて極めて重要なことである。
　提言：中国の美術生は論理的な思考能力、独
創力などが欠如しているという中国の一般的
な受け止め方を理解しながら、学生の模倣力の
みならず、創造力、発想力、論理的な思考力を
鍛える科目の開発や強化は中国人留学生のこ
の弱点を克服する一つの方法と言えよう。そし
て留学生に美術の学習への強い信念を貫かせ
る工夫も施したほうが良いと思われる。親の過
保護で育った中国人留学生にとって、「美術生
の就職が厳しい、頑張らないとダメ」というよ
うな苦しい未来を示すよりも「漫画・アニメが
好きな人は世界中いっぱいいる、頑張ればきっ
といい結果が待っている」という明るい前途を
示す指導のほうが彼らは前向きに邁進させて
いくかもしれない。

②あなたはどんなタイプの授業が好きですか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

理論系
0 4 1 5

0% 11% 3% 4%

実技系
17 23 10 50

41% 62% 29% 44%

理論＋
実技系

24 10 24 58

59% 27% 69% 52%

合計
61 41 37 35 113

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

【注：この項目は2019年に追加されたため、2018年の
データがない】

　現状：理論系の授業を好む留学生は４％しか
おらず、実技が好きな留学生は、「理論＋実技
系」を含めば96％も占めている。これはまさに
前述した模倣が好き、独創が苦手という中国の

美術生の特徴をはっきりと表した結果であろ
う。論理的な思考力や独創力などを養う文化教
養科目が苦手な美術生にとって、美術学習の特
性、すなわち被写体の模写からはじめ、うまく
模写すればするほど、自分の画力を高めるこ
とができるだけでなく、親などの他人からも
高い評価を得られることは、さらに彼らの「模
倣したい」という気持ちを助長し、参照物の
ない独立思考能力はますます委縮してしまう。
本学の多くの中国人留学生にとって、論理的に
物事ものことを考える力を必要とする理論系
の授業は非常に苦手だと思われる主な理由が
ここにあるかもしれない。もう一つの理由とし
て考えられるのは、親がなんでも代行してあげ
ようとしている過保護行動がもたらした弊害
である。長年過保護生活の影響で、一部の中
国人留学生はすでに自分で考える必要がなく、
親の指示や計画通り動けばいいという生活ス
タイルを形成しているため、自分で考える習慣
はそもそも持っていない。逆に他人が考えた結
果を踏襲し、または既成のものを写すことは彼
らの習慣になっている。
　提言：苦手なこと、嫌いなことを無理やりに
押し付けても決して上手になり、好きになるこ
とはないだろうが、独立思考能力、論理的な思
考能力の重要性をわかりやすい形で理解させ、
実践させる試みが必要である。例えば、クリエ
イターの仕事に欠かせない能力の一つとして、
自分が表現したいことを他人に伝える力はど
うしても必要になってくる。どのようにして完
璧に自分の伝えたいことを伝えるか、その伝え
たいポイントを整理させ、伝える方法を考えさ
せる練習は独立思考能力、論理的な思考能力そ
のものの訓練になるのではないかと思われる。
また、どのようにして他人の依頼を完璧に理
解することができるか、５W1H（When：いつ、
Where：どこ、Who：誰、What：何、Why：
なぜ、How：どのように）思考法で整理させ
る練習も同様な効果を得られるのではないか
と考えられる。このような自分の将来の仕事に
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つながる練習であれば、おそらく留学生も簡単
に無視できないだろう。このように苦手や嫌い
だと思われることが無意識のうちに訓練でき
る授業づくりを展開したほうが良いかもしれ
ない。

③今まであなたは１コマ90分の授業を受けた
ことがありますか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

はい
32 28 17 77

78％ 76% 49% 68%

いいえ
9 9 18 36

22％ 24% 51% 32%

合計
61 41 37 35 113

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

【注：この項目は2019年に追加されたため、2018年の
データがない】

　現状：全員が１コマ90分の授業を経験したこ
とがあるというわけではない。経験した留学生
は68％もいるが、残りの32％は経験したことが
ない。中国の小学、中学、高校の授業は日本と
同様に１コマ45分と定められており、日本語学
校の授業も１コマ45分で区切ることが多いた
め、補習塾の学習を除き、中国の大学に在学し
たことがない留学生であれば、１コマ90分の
授業を受けたことがなく、本学に入学しては
じめて１コマ90分の授業を受けたと思われる。
そのため、授業における一部の留学生の集中力
が続かないという問題の主な原因はここにあ
るかもしれない。
　提言：１コマ90分の授業に慣れるまで、高校
や日本語学校の授業方式の延長として、授業の
途中に適切な休憩や背伸び運動、一方的な解説
から学生同士の討論へ授業スタイルを転換す
るなどを工夫する必要がある。

④今まであなたはほかの人と一緒に何かの課
題を完成させたことがありますか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

はい
29 28 15 72

71％ 76% 43% 64%

いいえ
12 9 20 41

29％ 24% 57% 36%

合計
61 41 37 35 113

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

【注：この項目は2019年に追加されたため、2018年の
データがない】

　現状：64％は協同作業を経験したことがある
のに対し、36％は経験したことがない。経験し
たことがない留学生にさらにインタビューし
てみると、経験したことがない留学生のうち、
他人とうまく協調できない留学生と他人と協
調したくない留学生という二種類がいること
も明らかになった。他人とうまく協同作業を行
うことができなければ、本学における学業に限
らず、留学生の将来にも悪影響を与えるかもし
れない。個人の性格などを除き、この問題をも
たらした主な原因は、親の過保護及び留学生の
日本語力不足だと考えられる。90年代以後に生
まれた中国の一人っ子たちは、「小皇帝」と呼
ばれる家庭の中心的な存在であり、常にナン
バーワンの地位を独占し、他人とどのように共
作するか、どのように協調するか、どのように
競争するかなどの他人とのかかわりあい方が
一人っ子たちはわからない。学校においでも入
学時から受験準備の学習に偏り、チームワーク
がほとんどなく、あくまでも数多くのナンバー
ワンが同じ教室に座って独立作業に過ぎない
と言われている。また、日本語力の不足により、
日本人学生と話をするのが怖い、間違ったら笑
われるのが怖いということも協同作業を妨げ
る一つの原因だと思われる。
　提言：社会人として他人と何らかの協同作業
が欠かせないという意識をあらゆる科目にお
いて植え付けるうえで、協同作業が取り組むこ
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とができる科目においてはなるべく適切な協
同作業に取り組んだほうがいい。例え二人一組
になって５分間ディスカッションだけでも共
作意識や共作能力の向上につながると考えら
れる。

⑤あなた学校以外の時間でニュースなどの日
本語文章を読みますか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

はい
44 32 28 30 134

72％ 78% 76% 86% 77%

いいえ
17 9 9 5 40

28％ 22% 24% 14% 23%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

　現状：77％はネットなどでニュースなどの日
本語文章を読んでいるのに対し、読まない留学
生は23％しかいない。日本語を読解の道具とし
て使いたい、他人とかかわらずに独自で静かに
日本語に慣れようとしている姿勢が見られる。
これも前述した他人との協同作業が苦手とい
う中国人留学生の特徴と合致している。しか
し、やはり日本語の音声がない世界での日本語
閲読だけでは聴解力と会話力の向上につなが
らない。
　提言：文字情報を脳裏にインプットすること
はもちろん非常に大事なことだが、それを踏ま
えて動画や音声情報のインプットも必須であ
るという指導を可能な限り多くの教職員が多
くの科目で行ったほうが良い。

⑥あなたの家にはテレビがありますか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

はい
13 11 12 8 44

21％ 27% 32% 23% 25%

いいえ
48 30 25 27 130

79％ 73% 68% 77% 76%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

　現状：家にテレビがない留学生は76％も占
めていることが明らかになった。多くの留学
生は日本のテレビ局が放送するニュースや日
本のテレビ番組を見たことがなく、日本にいな
がら動画と音声で日本語や日本の情報を入手
する道具を持っていない。なぜテレビを持たな
いかを尋ねると、次の三つの主な理由が挙げら
れる。一つ目は、そもそもテレビを見る習慣が
ない。インターネット社会に突入した中国社会
の若者たちは、テレビを通して情報を入手する
のではなく、パソコンやスマートフォンを通じ
て文字、音声、動画のあらゆる情報を入手して
いるという。なぜならインターネットを通じて
テレビの番組もほとんど見ることができるか
らである。テレビを見るのは年数回でインター
ネットで見られないもののみと留学生たちが
言う。二つ目は、日本語が下手なので、日本の
テレビを見ても理解できない。三つ目は日本語
が下手なので、日本でテレビを購入し設置する
際の会話と説明書の理解が難しくて面倒くさ
いという。
　提言：日本語の文字のほかに、日本語の動画
や、教職員と日本人学生以外の音声で情報を脳
裏にインプットすることも重要であることを
理解させるうえで、それを実現させる環境整備
も行ったほうがいい。授業の内容に合わせて動
画や音声を適切に取り上げることや、日本語の
動画や音声を脳裏にインプットできるツール
を紹介すること及び学生ホールなどでテレビ
を設置することも検討すべきかもしれない。

⑦あなたは日本の図書館に行ったことがあり
ますか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

はい
22 13 14 16 65

36％ 32% 38% 46% 38%

いいえ
39 38 23 19 109

64％ 68% 62% 54% 62%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%
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　現状：62％は日本の図書館に行ったことがな
いのに対し、行ったことがある留学生は38％し
かいない。図書館へ行く意味が分からないと多
くの留学生は語っている。これは現在の中国社
会の実情を映し出したのではないかと考えら
れる。紙媒体からデジタルへの移行が加速化し
ている中国では、図書館の役割がますます軽視
されてしまい、インターネットにおける読書や
調査は主流となっている傾向が見られる。その
ため、多くの中国人留学生は資料収集やリサー
チを学習の重要な方法として図書館を利用し
た経験がなく、日本に来ても図書館へ行くこと
を思いつかない。
　提言：授業や講座など何らかの方法で留学生
に図書館の利用方法をはじめ、学習や研究にお
けるリサーチ及び先行研究分析の必要性及び
やり方を教えることは非常に重要だと考えら
れる。

⑧あなたは今まで日本の礼儀作法マナーなど
の社会常識を勉強したことがありますか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

はい
19 26 20 65

46% 70% 57% 56%

いいえ
22 11 15 48

54% 30% 43% 44%

合計
61 41 37 35 113

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

【注：この項目は2019年から追加されたため、2018年
のデータがない。】

　現状：56％は日本の礼儀作法などの社会常識
を勉強したことがあると回答しているが、入学
後の様子を見ると、日本の礼儀作法などの社
会常識を学んだことがあるという結果とは裏
腹に多くの留学生は挨拶の仕方もわからない、
約束を守らない、授業態度が悪い、間違っても
謝らないなどの問題行動を引き起こしている。
これは勉強したことがない、または勉強したと
しても身についていない、またはそもそも勉強

の内容が不十分だとしか思えない。来日するま
では、多くの中国人留学生は、何かを要求すれ
ば親が応えてくれる、ミスをしても親が逃げ
道を作ってくれるという親の過保護のもとで
育ったため、制限を知らない、度がわからない、
やりたい放題という性格を養成してしまい、他
人、社会、学校のルールを無視し、自分の意の
ままに行動する習慣を身につけてしまう。指摘
されたら、たとえ自分が悪いだとわかっても、
謝ることがなく、反発的な態度をとってしま
う。これは日本の礼儀作法や社会常識にふさわ
しくないと思われる問題行動を引き起こすこ
とにつながるかもしれない。
　提言：中国人留学生は中国においても日本語
学校においても、日本のマナーや礼儀作法に関
連する教育を本格的に受けたことがない。しか
し、日本のマナーや礼儀作法は中国人留学生
にとって将来の仕事に必要なものだけでなく、
留学の意味から考えてもこの誇らしい日本文
化の重要な部分を理解してもらうべきだと思
われる。そのため、特別講座の開催のみならず、

「ビジネスマナー研究」などのような全学生を
対象とする科目の開設も検討の視野に入れた
ほうが良いかもしれない。

⑨あなたは両親やほかの親族と連絡を取る主
な手段は何ですか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

WeChat
53 35 29 30 147

87％ 85% 78% 88% 85%

QQ
6 4 2 0 12

10％ 10% 5% 0% 7%

電話
2 2 2 3 9

3% 5% 5% 9% 5%

メール
0 0 0 0 0

0% 0% 0% 0% 0%

その他
0 0 4 2 6

0% 0% 11% 6% 3%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%
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　現状：この設問の狙いは、留学生が親と連絡
する手段を把握し、本学が留学生の親と連絡
する手段を確立することと留学生のメールの
使用状況を把握することであった。その結果、
92％の留学生はWeChatやQQなどのSNSを親
族と連絡する主な手段としている。メールを
使用する人は一人もいない。電話を使用するの
は中国以外の国からの留学生であった。親との
連絡だけでなく、ほかの人ともメールでのや
り取りは一度もなかった人がほとんどである
ことが入学後の面談で分かった。メールでや
り取りをするのは「時代遅れ」という中国人
留学生が多かった。現在の中国では、人々の
コミュニケーションの道具として主にWeChat
というSNSのスマートフォン版やパソコン版を
使っており、海外と取引のある人を除き、メー
ルを使用する人は非常に少なくなっている。そ
のため、日本ではメールを公式な連絡手段と
して使用していることを留学生たちは認識し
ておらず、メールの使い方も知らないし、メー
ルの書き方や特殊表現も知らない。いかにして
中国人留学生にメールの使用法を指導するか
は非常に重要な課題である。この課題を解決で
きなければ、中国人留学生の日本留学生活に大
きな支障を与える可能性がある。
　提言：メールの使用方法の学習をはじめ、
メールの送受信が実践できる環境の整備も考
慮すべきである。現行の「表現とICT」授業には、
メールの使用方法に関する内容が取り組まれ
ているが、学習した後の実践及びフィードバッ
クに関してはまだ十分と言える状況ではない。

⑩あなたは普段日本人の先生以外に日本人と
話をするチャンスがありますか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

はい
39 29 19 18 105

64％ 71% 51% 51% 60%

いいえ
22 12 18 17 69

36％ 29% 49% 49% 40%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

　現状：60％は学校の先生以外の日本人と話を
するチャンスがあるが、そのチャンスを利用せ
ず、話す勇気がない人が多いと入学後の面談で
分かった。その主な理由は「怖い」。日本人が
怖いではなく、日本語が下手だから日本語で話
すのが怖い、または言い間違って笑われるのが
怖いとのことである。中国人留学生の話す相手
はほとんど中国人留学生同士であり、買い物な
どもなるべく話さなくても良いところや中国
人経営の中国物産店で済ませることが多いと
いう。
　提言：日本人と話す「怖さ」を解消するため
には、留学生に気軽に話せる相手や環境を提
供することは大事だと考えられる。実際には、
日本人学生と会話したい留学生が大勢いるこ
とは2020年12月３日に本学の学部１～４年留
学生及び保護者を対象とするアンケート調査
で明らかになった。

●もしオンラインで日本人と会話するチャン
スがあれば、学生：あなたは参加しますか。保
護者：あなたは子どもを参加させますか。

項目
人数 比率

留学生 保護者 留学生 保護者

はい 75 109 67％ 98％

いいえ 37 2 33％ 2％

合計 112 111 100％ 100％
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●オンラインで日本語会話を行う場合、その相
手について、あなたはどちらを希望しますか。

項目
人数 比率

留学生 保護者 留学生 保護者

日本人学生 57 38 51％ 33％

日本人教員 52 73 49％ 67％

合計 112 111 100％ 100％

　会話の相手については、留学生と保護者の希
望は異なっているが、日本人と会話したい、日
本人と会話させたい気持ちは留学生も保護者も
変わらない。留学生のこのニーズに応えられる
方法の一つは、留学生とのコミュニケーション
や正しい日本語の使用を目的とする日本人学生
がチューターとなる留学生チューター制度だと
思われる。この制度を円滑に実施することがで
きる前提条件として、日本人と会話することが
怖くない、むしろ楽しいと体験させることだと
考えられる。そのため、会話したいという気持
ちを持たせることをはじめ、正しい日本語で会
話することへと進め、さらに専門分野での会話
へとレベルアップするというステップ・バイ
ト・ステップの会話方法は、チューターとなる
日本人学生に課した重要なミッションであり、
チューター制度成功のカギだと考えられる。

⑪あなたは日本人の友達がいますか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

はい
15 21 18 9 63

25％ 51％ 49% 26% 36%

いいえ
46 20 19 26 111

75％ 49％ 51% 74% 64%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

　現状：36％は日本の友人がいるのに対し、
64％はいない。来日してすぐに入学した日本
語学校に外国人学生しかおらず、日本人と接す
るチャンスがない、そしてアルバイトをする必
要もないため、アルバイト先で日本人とふれあ

い友達になるチャンスもない、さらに日本語が
苦手のため、居住地や通学先の地域の日本人と
コミュニケーションすることができておらず、
友達を作ることができない、などは主な原因と
して考えられる。
　提言：留学生チューター制度を活用し、
チューターとなる日本人学生との会話をきっ
かけに、日本人とコミュニケーションするコツ
を身につけて、多くの日本人と交流したい気持
ちを湧き起させることで、日本人と友達になる
突破口を切り開いていく。

⑫あなたの健康状態はどうですか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

健康
31 17 24 22 94

51% 41.5% 65% 63% 54%

普通
27 23 12 11 73

44% 56% 32% 31% 42%

あまり健康
ではない

3 1 1 2 7

5% 2.5% 3% 6% 4%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

　現状：健康だと自己判断する留学生は54％い
るが、残りの「普通」と「あまり健康ではな
い」の半数は決して無視できないことである。
なぜなら、体調不良、特に心の病を抱えている
留学生が多くいることが入学後に判明したか
らである。親の過保護の下で育てられた中国の
一人っ子たちは、来日するまでに常にナンバー
ワンの自己意識をもち、自分の要求が常にかな
えられる状況にあった。たとえミスを犯して
も、失敗をしても、親は常に何かとかばってく
れるため、彼らは称賛の声しか聞こえない、成
功しか味わえない、意のままに行動するしかで
きない性格を養っている。逆に批判されたら、
失敗したら、何らかの制限にぶつかったら、す
ぐ撃沈されてしまう場合が多い。この意味にお
いて、彼らは自分でメンタルを調整することが
非常に苦手だと言える。このような自己メンタ
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ル調整力が弱い、プレッシャーに弱い中国人留
学生は、失敗すると、直ちに落ち込んでしまい、
一部の学生はうつ症状、パニック障害、対人コ
ミュニケーション障害を引き起こしてしまう
こともある。授業に出席できない、他人と話す
ことができない、課題を見ると過呼吸になるな
ど、中国人留学生の留学生活に多大な悪影響を
与えている。
　提言：留学生の学修、生活を支援する教職員
のほかに、留学生の心のケアを行う専門スタッ
フ及び専門スペースが必要だと考えられる。留
学生が心を許す専門的な技術を持たない普通
の留学生支援教職員に心の内を打ち明けてく
れても、適切な方法で対応することができなけ
れば、逆に心のケアにならず、心を閉ざしてし
まい、症状を重症化になってしまう可能性も否
定できないからである。

６．技術力について

　技術力については、主に美術学習時間の長
さ、美術進学塾通塾の有無などを中心に調査す
ることにした。

①あなたはいつごろから美術の勉強を始めま
したか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

幼稚園
0 3 7 8 18

0% 7% 19% 23% 10%

小学校
21 9 7 7 44

38％ 22% 19% 20% 25%

中学校
14 8 10 7 39

23％ 20% 27% 20% 23%

高校
18 14 9 10 51

32％ 34% 24% 29% 29%

来日後
8 7 4 3 22

14％ 17% 11% 9% 13%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

　現状：100％の留学生が宝塚大学に入学する
前に美術（デッサンなど）を勉強したことがあ
る。しかも、その中の87％はすでに３年以上の
美術学習経験を持っている。入学後の面談で分
かった美術を始める主な理由は「好きだから」、

「親にやらされたから」、「文化教養科目ができ
ないから」などが挙げられる。高校までの美術
勉強の主な方法は週一回か二回程度校外の「美
術趣味クラス」に通い、高校に入ったら校内の

「美術クラス」で毎日美術を勉強することであ
る。
　提言：本学に入学する前に長年の美術学習経
験があることから、すでにある程度の技術力を
持っている学生が多いと推測することができ
る。そのため、絵画関係のカリキュラムにおい
ては、初級、中級、上級などの画力に対応で
きるカリキュラムの設置、すなわち、カリキュ
ラムの多様化、多層化が必要だと考えられる。
レベル分けを行わず、画一化した内容しか設け
ていなければ、物足りなさを感じ、学習意欲が
低下し、本学での学習を中止する留学生が出て
くる可能性がある。

③あなたは日本にある美術系進学指導塾（中国
人経営の塾を含む）に通ったことがありますか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

はい
38 16 29 19 102

62％ 39％ 78% 54% 59%

いいえ
23 25 8 16 72

38％ 61％ 22% 46% 41%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

　現状：59％が日本にある美術系進学指導塾に
週３～６回、毎回４時間以上通っていた。ほと
んどがそれらの「塾に通って役に立った」と
思っており、塾に通わずに自力で進学できる自
信がなかったという。その主な理由は「日本の
美大受験の内容は中国で勉強した内容と異な
るので、塾の指導なしでは進学できるかどうか
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心配」ということである。
　提言：美術塾特に中国人が経営している美術
進学塾の主な学習内容は、中国で培った画力を
強化すると同時に、日本の美術大学の授業内容
も多く取り入れていると言われている。そのた
め、前述した中国人留学生の美術学習時間が長
いことも考えると、留学生に満足度の高い授業
内容を提供するためには、やはり本学の美術、
特に絵画関係のカリキュラムの多様化や多層
化の必要性があるとここでも証明されている。

７．経費支弁能力について

　経費支弁能力については、本学の学費、生活
費の出どころ及びアルバイトの状況を中心に
調査することにした。

①あなたの学費はどなたが納付してくれる予
定ですか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

両親
53 37 35 29 154

87％ 90% 95% 83% 89%

親戚
0 0 2 0 2

0% 0% 5% 0% 1%

自分
1 0 0 0 1

2％ 0% 0% 0% 0.5%

両親と自分
7 4 0 6 17

11％ 10% 0% 17% 9.5%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

　現状：89％は両親が学費を納付してくれる人
と回答した。「自分」や「両親と自分」と回答
したのは香港や台湾出身だと入学後の面談で
明らかになった。すなわち、中国大陸出身の人
はすべて親が学費を納付してくれるとのこと
である。ここ数年の留学生の学費納付状況を見
ると、親に学費納付通知書を送れば、納付期限
内に学費を中国から送金してくれる親が非常
に多かった。そのうえ、お金に困っていない、

中国からの海外送金手続きや手数料を省きた
いため、１学期ではなく、１年分の学費を一括
納入したいという親からの相談も年々増えて
いる。中国人留学生及びその親は学費への心配
がほとんどなく、中国人留学生が学費を払えな
い時代はすでに終わったと言えるかもしれな
い。
　提言：留学生の親のニーズに応えて学費納入
方法の多様化を視野に入れて検討したほうが
良い。年間学費を前期後期の二回に分けて納付
するという従来の納入方法に、年間学費を一括
で納入するという方法も加えても良いと思わ
れる。

②あなたの生活費は何によって得ていますか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

両親から
の送金

49 35 33 26 143

80％ 85% 89% 74% 82%

親戚から
の送金

0 1 0 0 1

0% 2.5% 0% 0% 0.5%

自分で
アルバイト

3 1 0 0 4

5％ 2.5% 0% 0% 2%

送金と自分の
アルバイト

9 4 4 9 26

15％ 10% 11% 26% 15.5%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

　現状：両親からの送金により日本で暮らして
いる人が82％を占めている。学費の納付と同様
に、「自分でアルバイト」と「家族からの送金
と自分のアルバイト」と回答した人はほとんど
中国大陸以外の出身の学生であった。送金方法
として、従来の定期的に定額を振り込むという
よりも、中国銀行の親子キャッシュカード（親
も子どもも同じ口座、キャッシュカードだけ
別）を持たせ、子どもが必要な時に必要な金額
を中国の銀行と提携する日本の銀行で自由に
下せる方式が多い。そのため、一部の留学生は
消費欲を抑えきれず、親の口座から日本円を引
き出す限度額（年間500万円）がいつもオーバー

－ 75 －

新入中国人留学生の現状及び指導方法に関する研究　―宝塚大学中国人留学生の調査結果を中心に―（李）



しているという。どのようにして子どもの消費
欲を抑えるかという親からの相談が増えてい
る。
　提言：本学は留学生の私生活を干渉しないと
いう前提で、節度のある消費行動教育を行うべ
き時代を迎えたかもしれない。家庭の経済状
況及び親が許すのであれば、留学生がどのよ
うにして日本で暮らすかは留学生の自由では
あるが、問題は日本での消費欲を抑えきれず、
日本で贅沢に暮らすことに夢中になり過ぎて、
日本留学の初心を忘れてしまい、「日本で学習
する」という「本業」に悪影響を与えてしま
うことである。勉強はどうでもいい、日本を
満喫するほうが大事、卒業できなかったら中
国に帰ればいいから、何の心配もない、と思っ
ている留学生が存在しており、無制限の金銭使
用に夢中になって、大好きなマンガアニメの勉
強も疎かになり、抑えられない自由消費の快感
は日本のマンガアニメを学ぶ夢を簡単に打ち
破ってしまった事例が実際に起きている。

③あなたは母国（または日本）で仕事したこと
がありますか（アルバイトを除く）。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

はい
8 5 4 5 22

13％ 12％ 11% 14% 13%

いいえ
53 36 33 30 152

87％ 88％ 89% 86% 87%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

　現状：13％は本学に入学する前に仕事をした
ことがあるのに対し、したことがない留学生は
87％を占めており、圧倒的に多い。すなわち、

「学校から学校へ」の経験しか持たず、学校以
外の社会経験がある人は少ない。この意味にお
いて、これらの留学生たちは、中国のこともあ
まり知らなければ、日本のこともあまり知らな
いと理解したほうが良いかもしれない。
　提言：日本人学生との交流をきっかけに、日

本の社会や日本人と触れ合うチャンスを徐々
に増やしていく。地域のボランティア活動や国
際交流イベントなどへの参加を促す必要があ
る。日本社会を理解させる環境を整備しなが
ら、日本の会社などへのインターンシップ制度
も確立したほうが良い。

④あなたは現在バイトしていますか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

はい
8 5 3 2 18

13％ 12％ 8% 6% 10%

いいえ
53 36 34 33 156

87％ 88％ 92% 94% 90%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

　現状：90％は「アルバイトをしていない」。
しかも、「これからする予定もない」。アルバイ
トをしない主な理由は「お金に困っていない」、

「勉強に専念したい」、「疲れるから」、「アルバ
イトの意味が分からない」という学生の考えに
対し、「アルバイトをしなくていいから、勉強
に専念してくれればいい、学費や生活費はちゃ
んと送る」と多くの保護者もこのような考え
を示した。アルバイトをしている少数派の主
な理由は「親の負担を少しでも軽減させたい」、

「日本語の練習のため」、「日本社会を知りたい」
などと語る留学生もいるが、「いろいろなとこ
ろに遊びに行きたい」、「好きなものをもっと買
いたい」、「ペットを買いたい」、「ペットの餌
代のため」と述べた留学生のほうが多かった。
これはほかでもなく、前述した本学の中国人留
学生の中では、アルバイトをしなくても日本で
暮らせる裕福な家庭の出身者が多いというこ
との証明である。中国人留学生が出稼ぎのため
に日本にやってきたという言説は少なくとも
本学の中国人留学生に当てはまらない。
　提言：中国人留学生に対するアルバイト教育
を本学で行う必要があるかもしれない。日本の
ほとんどの大学は留学生に対してアルバイト
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をやり過ぎないように「アルバイト制限」教
育を行っているが、本学は日本に先駆けて「適
切なアルバイトをする」教育を行ったほうが良
い。生活のためではなく、日本社会に溶け込ん
で日本を理解すること、実践の場として使える
日本語を練習すること、日本人と交流の場を
増やすこと、金を稼ぐ大変さを体験すること、
親の過保護から離脱し経済の独立性を鍛える
ことなどが目的としてあげられる。

８．本学の受験動機について

　本学の受験動機については、本学を選択した
理由、本学の受験を決定した時期、本学の受験
を決める際に役に立った情報などを中心に調
査することにした。

①宝塚大学はあなたの第一志望でしたか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

はい
34 25 20 24 103

56％ 61％ 54% 69% 59%

いいえ
27 16 17 11 71

44％ 39％ 46% 31% 41%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

　現状：本学を第一志望で入学した留学生は
59％を占めているが、41％は仕方なく本学に入
学したことが明らかになった。59％の留学生は
本学の教育理念、カリキュラム設置、授業内
容や教育方法、学校場所や設備などに納得し、
ほかの大学を選ばず、本学を専願した。しかし、
残りの41％は本学を一時的な避難所として身
を寄せ、第一志望校に再度挑戦し成功すれば、
本学を去る中退予備軍である可能性を否定で
きない。
　提言：本学のカリキュラムや教育方法及び教
員の魅力で留学生を引き留める以外の良い方
法が見つからない。授業内容に対する満足度及
び学生対応の適切さは新入留学生が持ってい

る本学の印象やイメージを変更させる重要な
カギとなる。留学生の継続学習を現実化するた
めには、留学生に満足度の高い授業内容を考案
し、あらゆる面における適切な留学生対応方法
を講じることが不可欠となる。

②あなたは宝塚大学の受験を決定したのはい
つ頃でしたか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

夏休み
8 16 20 9 53

13％ 39% 54% 26% 30%

9月～10月
25 13 15 8 61

41％ 32% 41% 23% 35%

11月～12月
16 8 0 11 35

26％ 20% 0% 31% 20%

1月～3月
12 4 2 7 25

20％ 9% 5% 20% 15%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

　現状：65％は夏休み～ 10月の間に本学の受
験を決めた。筆者の長年の留学生進学指導経験
によれば、中国人留学生がある大学に進学する
という結論を出すに至るまで、通常であればイ
ンターネットやオープンキャンパス、先輩の口
コミなどで進学したい各大学を調査し、各大学
を比較しながら、両親の意見や日本語学校の先
生のアドバイスも参考にして決定するという
過程は、最短でも２か月かかると見られてい
る。そのため、彼らの進学意思決定までの最速
時間、すなわち夏休みの８月から逆算すれば、
６月が彼らが大学進学を本格的に動き始める
時期ではないかと考えられる。
　提言：本学の立場から見れば、６月が中国人
留学生に大学選択を考えさせる材料を提供す
る最も重要な時期だと思われる。すなわち、留
学生募集のための本学のアピール時期は６月
からが肝心だということになる。この最適な時
期を見逃さないように広報や資料の提供、オー
プンキャンパスの開催などをしたほうが良い。

－ 77 －

新入中国人留学生の現状及び指導方法に関する研究　―宝塚大学中国人留学生の調査結果を中心に―（李）



③あなたは宝塚大学を選んだ理由は何ですか
（最大三つまで選択可）。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

勉強したい分野・
学科があった

47 31 31 33 142

33% 31% 33% 33% 33%

合格できそうな
大学・学科だった

11 8 10 10 39

8％ 8% 11% 10% 9%

日本語学校の先
生が勧めてくれた

8 8 6 7 29

6％ 8% 6% 7% 7%

家族親戚が
勧めてくれた

0 0 0 0 0

0% 0% 0% 0% 0%

就職がよさそう
だと思った

6 7 7 4 24

4％ 7% 7% 4% 5.5%

授業の内容が
いいと思った

14 8 5 14 44

10% 8% 5% 14% 10%

キャンパスの場所
がいいと思った

19 14 14 11 58

14% 14% 15% 11% 13%

家からの通学が
便利だと思った

6 6 5 6 23

4％ 6% 5% 6% 5%

教員が魅力的
だと思った

10 13 9 5 37

7％ 13% 9% 5% 8.5%

学生生活が楽し
そうだと思った

11 1 4 5 21

8％ 1% 4% 5% 5%

ほかの大学が
不合格だった

5 2 4 3 14

4％ 2% 4% 3% 3%

特に理由がない
3 2 0 1 6

2％ 2% 0% 1% 1.4%

合計
140 108 95 94 437

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

　現状：トップスリーは「勉強したい分野・学
科があった」（33％）、「キャンパスの場所がい
いと思った」（10％）、「授業の内容がいいと思っ
た」（９％）である。多くの中国人留学生は「勉
強したいことがある＋いい場所にある」という
ことを大学選択の重要な基準としていること
を、筆者の長年の留学生指導経験で感じていた
が、今回の調査は、それを裏付ける証拠となっ
た。これを逆手にとって考えると、「勉強した
いことがある＋いい場所にある」ということは
本学の留学生向けのセールスポイントになる

かもしれない。３番目に選ばれた「授業内容が
いいと思った」は、オープンキャンパスに参加
した人の実感だと推測できる。実際にその後の
個人面談で、オープンキャンパスの模擬授業
を受けてとてもよかったから受験を決めたと
語った留学生も少なくない。
　提言：あらゆる手段を駆使し、中国人留学生
に「勉強したいことがある＋いい場所にある」
ということをアピールしても良いかもしれな
い。そして、オープンキャンパスの模擬授業は
中国人留学生にとって受験決定の重要な要素
となり、より良い模擬授業の構築は言うまでも
なく、いかにしてオープンキャンパスへの中国
人留学生参加者を増やすかも今後の重要な課
題になる。

④宝塚大学への入学を決定する際に、あなたは
一番重視したのは誰の意見でしたか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

両親
1 5 1 2 9

2％ 12% 3% 6% 5%

日本語学校
の先生

10 2 0 5 17

16％ 5% 0% 15% 9%

塾の先生
7 3 5 3 18

11％ 7% 14% 9% 11%

在学中の
先輩

6 4 4 4 18

10％ 10% 11% 12% 11%

自分
37 27 27 20 111

61％ 66% 73% 59% 64%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

　現状：64％が自分の意思で宝塚大学への入学
を決断したという結果は、今までの中国人留学
生に対するイメージを覆すものと言える。90年
代以後に生まれた中国の一人っ子たちは、「小
皇帝」と呼ばれる家庭の中心的な存在であり、
二人の祖父母と両親の六人の大人の溺愛の下
で育ち、欲しいものがすべて手に入れるような
何一つ不自由のない生活を送っているとよく
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言われているが、子どもが進学するとなると、
どこの大学へ行くか、何の専攻にするかはほと
んど親が決定する。生活の面においては子ども
の言いなりになる親が、子どもの将来にかかわ
る勉強や進学などを直面する際に子どもの意
見を聞かずに親が良いと思うところに無理や
り行かせるという傾向は、今の中国の家庭の特
徴の一つだと言われている。その主な理由は、
本学の留学生の保護者へのインタビュー調査
で明らかになった。①子どもが一人しかいない
ので、失敗は許されない。子どもの失敗を非常
に恐れている。②ほかの家庭に負けたくない、
ほかの家庭が子どもに何かをやってあげると
自分もやらなければならない。スタートライン
から負けたくない。③自分の少年時代の苦難
や失敗などの影響で、「絶対子どもに自分のよ
うな苦しい体験をさせたくない」という心理
が生まれ、ついに何でも子どもの代行をして
しまう。④まだ子どもだから、まだ何もわかっ
ていない。やってあげないと、絶対失敗する。
上記の理由で、中国では、上級学校、特に大学
への進学する際に、何を勉強するか、どこの大
学で勉強するかといった人生を左右する大事
なことを子どもが自分自身で決定することは
ほとんどない。しかし、本学の四年間の新入留
学生の調査データを見ると、64％の留学生は自
分で本学への入学を決めた。「今までは何もか
もすべて親が自分の意思を無視して決めたの
で、親を離れた今は自分で決めたい」と多くの
留学生は言う。これは、来日した後に親の過保
護からの脱却を試みた証拠の一つに違いない
であろう。一方、36％の人はやはり自分一人で
本学への入学を決められなかった。
　提言：留学生募集時に何らかの形で留学生本
人に自分で決断させる材料を提供することが
非常に大事だと考えられる。すなわち、パンフ
レット、ポスターなどの広報に関する販促物、
留学生対象の進学説明会、募集要項などを考案
する際に、保護者、学校の教職員の視点だけで
はなく、留学生の視点に立って簡潔にわかりや

すくまとめることも重要だと思われる。

⑤あなたは大学を選択する際に一番役に立っ
た情報はどれですか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

大学のパン
フレット

5 2 5 5 17

8％ 5% 13.5% 14% 10%

大学のホー
ムページ

23 14 12 17 66

38％ 34% 32.4% 49% 38%

大学の
ポスター

1 2 9 0 12

2％ 5% 24.3% 0% 7%

オープン
キャンパス

19 16 5 2 42

31％ 39% 13.5% 6% 24%

入試相談会
2 3 4 3 12

3％ 7% 11% 9% 7%

日本語学校
の先生

9 1 2 3 15

15％ 2.5% 5.4% 9% 9%

両親や友人
2 2 0 5 9

3％ 5% 0% 14% 5%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

　現状：トップワンは本学のホームページと
いうことが明らかになった。大学のホームペー
ジの情報が本学の中国人留学生の大学選択に
一番役に立ったという結果は、中国現代社会の
特徴を表していると考えられる。「ネット社会」
と称されている今の中国では、スマートフォン
やパソコンが使える人であれば、情報の信憑性
や情報の良し悪しに関係なく、自分が欲しがっ
ている勉強や仕事、生活などのあらゆる情報を
ネットから収集し、また自分が知っている情報
を余すことなくネットに公開するという社会
現象が起きている。何かを知ろうとする際に、
まず「ネットで調べてみる」、「ネットでの口コ
ミや評判を見てみる」という行動をとるのがす
でに社会常識として定着している。そのような
環境で育った中国人留学生が、大学を選択する
際に各大学のホームページからの情報収集を
主要な手段とするのは当然だと思われる。
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　提言：留学生を対象とするホームページの整
備は留学生募集においては非常に重要なポイ
ントになる。中国でブームになっている日本漫
画アニメゲームのアピールを全面的に打ち出
し、そして、中国語版の導入を検討すべきだと
考えられる。

⑥あなたは宝塚大学のオープンキャンパスに
参加しましたか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

はい
28 24 23 15 90

46％ 56% 62% 44% 52%

いいえ
33 17 14 20 84

54％ 44% 38% 56% 48%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

　現状：オープンキャンパスに参加していた留
学生と参加していない留学生の差は大きくな
い。これは前項の「大学を選択する際に各大学
のホームページからの情報収集を主要な手段
とする」に関連しているのではないかと推測で
きる。前項の調査では、ホームページの次に
進学情報を取得する手段として、オープンキャ
ンパスに参加することが挙げられている。大学
に行って、肌で大学の良し悪しを感じてから受
験するかどうかを決めることが理想だと思っ
ている留学生は少なくないが、実際には様々な
理由で指定された日程にオープンキャンパス
に参加できない学生も大勢いると思われる。
　提言：そのため、来なくても大学をアピール
することができるオープンキャンパス以外の
もの、例えば前項で挙げたホームページの開発
も非常に重要だと考えられるが、ホームページ
やパンフレットだけで味わえない本学の特色
満載のオープンキャンパスを企画することが
多くの中国人留学生を来場させるカギとなる
ことも無視できない。有名教授陣の特別講座、
先輩学生の作品集、成功した留学生先輩の話、
模擬授業の見学などの中国人留学生が望む多

様なイベントをオープンキャンパスに取り組
むべきである。

９．入学後の希望について

　入学後の希望については、本学で期待するも
の、入学後の不安、課外活動への参加、卒業後
の進路などを中心に調査することにした。

①宝塚大学で一番期待しているものは何です
か。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

将来に役立つ教養や
知識を身につける

19 19 14 11 63

31% 46% 38% 31% 36%

部活や
ボランティア活動

2 2 2 2 8

3％ 5% 5% 6% 5%

友達や先生など
多くの人と出会う

12 4 0 7 23

10% 10% 0% 20% 13%

課外の旅行や趣味、
アルバイトなど

2 1 0 0 3

3％ 2.5% 0% 0% 2%

専門分野の知識・
理解を深める

26 14 21 14 75

43% 34% 57% 40% 43%

日本語力を
高めること

0 1 0 1 2

0% 2.5% 0% 3% 1%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

　現状：トップは「専門分野の知識・理解を深
める」で43％を占めており、その次は36％を占
めている「将来に役立つ教養や知識を身につけ
る」である。この結果から見ると、専門分野で
のスキルをアップし、それを自分の将来につな
げることが中国人留学生は一番期待している
ことだと明らかになった。中国人留学生は専門
知識の勉強が好き、専門分野以外の知識を関係
ないものと見なし、あまり積極的に学習しよう
としない傾向がよく見られる。これは中国の教
育方法に原因があるかもしれない。受験に必要
な科目は一生懸命に勉強するが、受験にない科
目は無視され、極端な場合は勉強しない。小中
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高校であれ、大学であれ、あらゆるレベルの中
国の学校でこのような傾向が見られる。この中
国の学生に定着した習慣の延長線で、将来の就
職に必要な科目は勉強するが、就職にあまり関
係ないと彼らが考えている科目は勉強したく
ないという誤解が生じてしまう可能性がある。
　提言：まず、「将来に役立つ教養や知識」の
意味を明確に繰り返して説明する必要がある。
中国人留学生は揺ぎ無い美術への勉強の強い
信念を持って入学したため、すぐにでも美術の
科目を勉強したい、美術の科目しか将来に役
に立たないという偏見を持っている人が多い。
社会人として必要な教養や知識及びクリエイ
ターとして必要な教養や知識をあらゆる科目
において強調したほうが良い。これを前提にし
て、中国人留学生に満足度の高い専門分野の授
業を提供すると同時に、彼らが重要ではないと
誤解しているチームワーク力やマナーなどの
内容も重要であると意識させ、学習させること
は大学側の喫緊の課題になっていると考えて
もいいかもしれない。

②あなたは宝塚大学のサークルに参加する予
定ですか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

はい
46 26 21 10 103

75％ 63% 57% 29% 59%

いいえ
14 15 16 2 47

23％ 37% 43% 6% 27%

考え中
1 0 0 23 24

2％ 0% 0% 66% 14%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

　現状：59％はサークルに参加すると回答し
たが、実際に参加した人が非常に少ない。サー
クルとは何かがわからない、好きなサークルが
ない、授業と関係のないことには興味がない、
日本語が苦手だから日本人と関わりたくない
などが理由としてあげられる。これは入学後の

面談で明らかになったことである。
　提言：オリエンテーション時に留学生を対象
とするサークル説明会を開いたほうがいいか
もしれない。日本の大学におけるサークルとは
何か、サークル参加の意味、各サークルの活動
などを留学生に理解してもらうことを前提に
しなければ、多くの留学生をサークルに参加さ
せるのは難しいと思われる。

③これからの大学生活で不安に思っているこ
とは何ですか（最大三つまで選択可）。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

日本語力がつい
ていけるかどうか

27 18 24 21 90

21％ 20% 27% 24% 23%

新しい環境に適
応できるかどうか

13 14 7 14 48

10％ 15% 8% 16% 12%

授業・学習が理
解できるかどうか

21 24 10 20 75

16％ 26% 11% 23% 19%

仲のいい友達が
できるかどうか

32 19 16 15 82

24％ 21% 18% 17% 21%

学費が払えるか
どうか

6 4 6 2 18

5％ 4% 7% 2% 5%

在留資格が更新
できるかどうか

5 5 4 3 17

4％ 5% 5% 3% 4%

卒業後就職でき
るかどうか

23 8 15 8 54

17％ 9% 17% 9% 14%

大学での相談相
手がいるかどうか

4 0 2 4 10

3％ 0% 2% 5% 3%

その他
0 0 4 1 5

0% 0% 5% 1% 1%

合計
131 92 88 88 399

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

　現状：留学生が抱えている主な不安のトッ
プスリーは、「日本語力がついていけるかどう
か」「授業・学習が理解できるかどうか」「仲の
いい友達ができるかどうか」とうことである。
いずれも日本語力に対する自信の無さから生
じた不安だと推測することができる。従来の中
国人留学生のように学費が払えるかどうかを
心配している留学生は一人もいなかった。
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　提言：やはりどのようにして留学生の日本語
力を向上させるかは本学の喫緊な課題となっ
ている（日本語能力に関連部分の提言を参照）。
この課題を解決することができれば、留学生の
不安を含む一連の問題が解消できると言える。

④宝塚大学でわからないことや悩みがあると
きに、あなたは誰に相談したいと思いますか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

日本人の
先生

14 11 9 8 42

23％ 27% 24% 23% 24%

中国人の
先生

17 10 4 6 37

28％ 24% 11% 17% 21%

日本人の
友達

9 2 3 7 21

15％ 5% 8% 20% 12%

中国人の
友達

21 18 20 13 72

34％ 44% 54% 37% 42%

その他
0 0 1 1 2

0% 0% 3% 3% 1%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

　現状：宝塚大学でわからないことや悩みがあ
るときの相談相手は、「中国人の友達」がトッ
プで42％を占めているという意外な結果が明
らかになった。中国人留学生は何かの問題に
出くわすと、その解決方法は自力以外に、同じ
中国人同士に援助を求める傾向が強いという
ことを示している。すなわち、教職員よりも中
国人の友達のほうが心を開きやすい、中国人の
友達のほうが解決策をアドバイスしてくれる、
中国人の友達のほうが言葉の壁がなく相談し
やすい、中国人の友達のほうが同じ目線で話
し合えるということではないだろうか。中国
の学生の意識では、教職員とは学校側であり、
たとえ解決策を提案できても、自分と同じ立場
の友達のような意見ではなく、どうしても大学
を代表する公式的意見、すなわち上から目線の
命令式のものだと見なしている傾向が強い。そ
れを嫌がるために先生ではなく中国人の友達

を相談相手に選んだとその後の個人面談で多
くの学生が語った。中国人の友達を相談の相手
にすることは決して悪いこととは言えないが、
日本社会に対する理解が浅いため、適切ではな
い助言や、日本の法律法規や大学の教育方針な
どに反するアドバイスなどをする中国人の友
達の存在も否定できない。
　提言：中国人留学生の悩みなどを解消させ
るためには、学生に信頼され、四年間常に寄
り添ってくれるサポーターの存在が非常に大
事だと考えられる。本学が設置する留学生セン
ターの主な役割はここにあると考えたほうが
妥当かもしれない。

⑤あなたが考えている宝塚大学の一番の魅力
は何ですか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

教育方針・
カリキュラム

18 9 13 15 55

30% 22.5% 35％ 43% 32%

教師陣
13 7 5 8 33

21% 17% 14％ 23% 19%

校内の施設・
設備

8 0 0 2 10

13% 0% 0％ 6% 6%

場所・周辺の
環境

20 21 14 6 61

33% 51% 38％ 17% 35%

就職に有利
2 3 1 3 9

3% 7% 2％ 9% 5%

その他
0 1 4 0 5

0% 2.5% 11％ 0% 3%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

　現状：「場所・周辺の環境」は35％を占めて、
「教育方針・カリキュラム」の32％よりも多かっ
た。中国人留学生にとって、日本最新のメディ
ア芸術の発信地である新宿の駅から歩いて５
分という立地が非常に魅力的である。WeChat
での保護者間の会話から見ても本学の抜群な
ロケーションを絶賛する声が多かった。
　提言：大学の視点から本学の魅力を考えるこ
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とは当然のことだが、それを前提に留学生の視
点に立って彼らが認めた本学の魅力を付加価
値として加えると、もっと中国人留学生を引き
付ける力があると思われる。

⑥現段階で、あなたは宝塚大学を卒業したら、
何をすると考えていますか。

項目
人数／比率

2018 2019 2020 2021 合計

就職
41 23 19 19 102

67％ 56% 51％ 55% 59%

進学
17 4 5 8 34

30％ 10% 14％ 23% 19%

留学就職以外
のビザ変更

0 0 0 0 0

0% 0% 0％ 0% 0%

未定
3 14 13 8 38

5％ 34% 35％ 23% 22%

合計
61 41 37 35 174

100％ 100％ 100％ 100％ 100%

　現状：卒業後に日本で就職を希望する留学生
は59％も占めている。中国の大学生就職事情が
非常に厳しい状況にあるということは中国人
留学生たちがよくわかっており、「卒業＝失業」
という残酷な現実から抜け出す方策として日
本で就職を試みることは多くの留学生の来日
の目的でもある、と面談で留学生たちは言う。
しかし、就活は卒業直前に開始する、技術力
が高ければ就職できるという中国式の考えを
持っている中国人留学生が多い。
　提言：留学生の中国式の就職意識を変える
ことが本学の留学生への就職指導の第一歩だ
と考えられる。「大学に入った時からもう就活
の準備が始まっているよ」という意識を植え付
け、四年間かけて就職準備を行う必要がある。
そして、技術力が高くても、コミュニケーショ
ンの道具としての日本語力や独立思考力と日
本社会の一般常識及び仕事への情熱なども備
えなければ、日本での就職は不可能に近いとい
うことを理解させたほうが良い。例えば、企業
のオファーを受けるから、作品を納品するまで

プロセスを体験させ、各ステップにおける不足
を指摘し自覚させるなどである。企業からのオ
ファーを受けたら、どのようにして企業の希望
に合うように考えて考案するか、その考えの基
礎や材料としてのリサーチはどのように行え
ばいいのか、考えた結果をどのような形で企業
に伝えるのか、伝えた結果に対する企業の反応
や意見をどのように次の修正や改善に反映す
るのか、このプロセスにおける各作業の成功
は、いずれも日本語力、他人とのコミュニケー
ション力、思考力、リサーチ力、伝達力などの
高さに密接にかかわっており、単なる高い技術
力で勝ち取れるものではないということを確
実に理解してもらう。

10．おわりに

　本研究は在日中国人留学生教育における研
究の空白を埋めようとして、４年をかけて本学
の新入中国人留学生の日本語能力、学習能力、
技術力、経費支弁応力、受験動機、入学後の希
望という現状を中心に調査を行い、その結果を
分析したうえで、新入中国人留学生の現状に応
じて指導方法の提言を試みた。
　全体から見ると、本学の多くの新入中国人留
学生は話すこと及び聞くことを中心とする日
本語能力が十分ではなく、論理的な思考や独創
力などを中心とする学習能力も欠如している。
そして、テレビもなく、日本人の友人もおらず、
日本人ともあまり話さなく、図書館にもあまり
行かない環境で、大学の授業とネットのニュー
スだけを頼りにして、日本語能力や学習能力の
向上を図ろうとしている。これは彼らの日本語
や学習能力のレベルアップの足かせとなって
いる。彼らの多くは入学前に培った技術力が高
く、経済力のある親の全面的な資金援助を受
け、学費や生活費を心配する必要もない。彼ら
は本学のユニークな分野設計やカリキュラム
に魅了され、自分の将来につながる日本の独特
な専門知識や技能を身につけようとしている。
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これらの現状を踏まえて、通常授業における訓
練を強化すると同時に、日本人学生とのグルー
プ会話や日本語のローマ字入力練習などを通
じて、新入中国人留学生の円滑な学習を妨げて
いる日本語能力を向上させることが大事だと
考えられる。そして学生の模倣力のみならず、
クリエイターの仕事に必要な能力と関連付け
て考える力や伝える力及び独創力の土台を構
築することで学習能力を高めていき、さらに彼
らの技術力に応えられる多様なカリキュラム
を開発することも喫緊の課題となっている。
　この四年にわたる一つの学部における新入
中国人留学生全員への調査は、日本では初めて
であり、日本の美術系大学で学習している中国
人留学生の実態を示しているのではないかと
考えられる。１回のみの調査、または一部の学
生に限る調査であれば、偶然性が否定できない
が、４年間にわたる全員を対象とした調査結
果は、同じ傾向が見られているということは、
偶然ではなく、普遍性があると断定できるかも
しれない。その調査結果が示した実態に基づい
てどのようにしてカリキュラムを編成し、指導
方法を考案して留学生の学業成功をサポート
するか、本学のみならず、ほかの美術系大学に
対しても参考になる価値があるのではないか
と考えられる。
　本研究では、上記の問題について議論を展開
してきたが、新入中国人留学生の現状への指導
方法や対応策の提言はあくまでも理論上のも
のにとどまるに過ぎなかった。どのようにして
実践するのか、その実践の結果をどのように
検証するのか、まだ十分に探求されていない。
それは今後の研究課題となる。

【注釈】

１）�宝塚大学入試課より提供されたデータで作
成。

２）�「2020年全国31省市自治区GDP」『新浪財
経』，2020年１月25日発表，

　　�https://baijiahao.baidu.com/s?id=16902179

81017547282&wfr=spider&for=pc
３）�「日本語能力試験JLPT」公式ホームページ，

https://www.jlpt.jp/about/levelsummary.
html

４）�「日本留学試験について」独立行政法人日
本学生支援機構公式ホームページ，

　　�http://www.jasso.go.jp/ryugaku/eju/
about/index.html

５）�「2021年 广东高 考录取 分 数线一览表 」，
http://www.xuexili.com/news/5184.html
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